
第２期橋本市立小中学校適正規模・適正配置基本方針

学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置
の
基
本
的
な
考
え
方

現
在
の
教
育
状
況
、
将
来
の
学
校
小
規
模
化
へ
の
懸
念
、
検
討
委
員
会
か
ら
の
答
申
、

目
指
す
べ
き
学
び
の
姿
、
学
校
教
育
で
目
指
す
子
供
像
、
目
指
す
学
校
づ
く
り
の
重
点
目

標
な
ど
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
の
学
び
に
と
っ
て
最
善
の
利
益
と
な
る
よ
う
検
討
し
た
結
果
、

望
ま
し
い
学
校
規
模
の
考
え
方
を
見
直
し
ま
し
た
。

学
校
再
編
の
基
本
方
針

第
２
期
基
本
方
針
で
は
、
５
つ
あ
る
中

学
校
区
の
う
ち
、
４
つ
の
中
学
校
区
に
お

い
て
小
学
校
の
再
編
統
合
を
進
め
る
と
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
中
学
校
の
再
編
統
合

は
行
わ
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
第
２
期
基
本
方
針
の
本
編

に
記
載
し
て
い
ま
す
。
本
編

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下
の

二
次
元
コ
ー
ド
）
か
ら
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

丁
寧
な
説
明
と
対
話
を
重
視

今
回
策
定
し
た
第
２
期
基
本
方
針
の
内

容
に
つ
い
て
、
保
護
者
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
対
す
る
説
明
会
、
ま
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
説
明
会
で
は
、

で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
い
資
料
で
丁
寧

に
説
明
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の

対
話
を
重
視
し
て
い
き
ま
す
。

具
体
的
な
説
明
会
の
日
程
や
場
所
は
、

詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
学
校
か
ら
の
案
内
な
ど
を
通
じ
て
周

知
を
行
い
ま
す
。

多
く
の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
第

２
期
基
本
方
針
で
示
し
た
内
容
を
、
今
後

策
定
す
る
予
定
の
「
（
仮
称
）
橋
本
市
の

新
し
い
学
校
づ
く
り
推
進
計
画
」
に
反
映

し
、
子
ど
も
の
成
長
・
発
達
に
と
っ
て
、

さ
ら
に
望
ま
し
い
教
育
環
境
の
構
築
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課

☎
３
３
ー
１
１
１
９

望ましい学校規模の考え方

校種 規模 基本的な考え方

小学校 １学年２学級以上

子供が多様な学習形態で学び、多様な
考えに触れることで、思考力、表現力、
問題解決力等が育まれ、急激な社会変化
に対応できる力を身につけるために、各
学年２学級以上が望ましい。
今後、１学級の学年が生じている学校
が、さらに縮小することが見込まれる段
階で統廃合の検討を始める。※１

中学校 １学年２学級以上

教員配置を考えると各学年３学級以上
が望ましいが、学校の小規模化が進む中、
3学級以上は難しい。幅広く多様な人間
関係の中で成長していくことが大切な時
期であるので、各学年２学級以上の規模
は必要である。
現在、２学級の学年が生じている学校
が、１学級となることが見込まれた段階
で統廃合の検討を始める。

※１　「さらに縮小が見込まれる段階」とは、児童数の推計において「児童数の減少傾向が
継続すること」が確認された段階とする。

学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置
に

取
り
組
む
上
で
の
留
意
点

学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置
の
取
組
み

を
進
め
る
に
あ
た
り
、
子
ど
も
に
と
っ
て

最
善
の
利
益
を
念
頭
に
置
き
、
次
の
こ
と

に
留
意
し
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。

①
通
学
条
件
（
通
学
距
離
・
時
間
）

通
学
条
件
を
示
し
、
条
件
を
超
え
る
場

合
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
の
運
行
に
よ

り
改
善
を
図
り
ま
す
。

②
地
域
と
学
校
の
協
働
に
よ
る
魅
力
あ
る

学
校
づ
く
り

地
域
と
学
校
の
協
働
・
連
携
を
よ
り
一

層
進
め
ま
す
。

③
児
童
生
徒
の
環
境
変
化
へ
の
対
応

児
童
生
徒
、
保
護
者
へ
は
、
教
師
や
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
発
達
相
談
員

な
ど
で
ケ
ア
を
行
い
ま
す
。

④
安
全
対
策
・
学
校
施
設
の
整
備

通
学
路
の
安
全
対
策
、
防
犯
対
策
、
学

校
施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

⑤
き
め
細
や
か
な
学
習
指
導
と
教
職
員
の

指
導
力
の
向
上

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
対
す
る
き
め

細
や
か
な
指
導
を
行
う
た
め
に
、
教
職

員
に
対
す
る
支
援
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

⑥
学
童
保
育

保
育
の
場
所
が
変
わ
る
な
ど
、
環
境
の

変
化
に
対
す
る
方
策
を
検
討
し
ま
す
。
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第２期橋本市立小中学校適正規模・適正配置基本方針

第
２
期
基
本
方
針
の
策
定

学
校
の
規
模
は
、
学
級
数
に
よ
り
設
定

さ
れ
て
お
り
、
国
で
は
学
校
規
模
の
標
準

を
、
小
中
学
校
と
も
に
12
～
18
学
級
と
定

め
て
い
ま
す
。

橋
本
市
で
は
、
平
成
26
年
に
策
定
し
た

基
本
方
針
の
中
で
、
小
学
校
は
12
～
18
学

級
、
中
学
校
は
９
～
12
学
級
と
し
、
中
学

校
で
は
ク
ラ
ス
替
え
が
で
き
な
い
学
校
に

つ
い
て
は
、
統
廃
合
を
進
め
ま
し
た
。

基
本
方
針
策
定
か
ら
約
10
年
が
経
過
し
、

学
校
の
小
規
模
化
が
さ
ら
に
進
む
中
、
令

和
５
年
５
月
か
ら
外
部
の
委
員
で
構
成
さ

れ
る
橋
本
市
立
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配

置
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
基
本
方
針
の

の
見
直
し
に
つ
い
て
諮
問
を
行
い
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
で
は
、
11
月
に
提
出
さ
れ
た

答
申
を
受
け
、
子
ど
も
の
成
長
を
第
一
に

考
え
、
現
在
の
教
育
を
取
り
巻
く
環
境
、

教
育
の
実
情
、
将
来
の
人
口
動
態
・
児
童

生
徒
数
の
推
移
な
ど
か
ら
基
本
方
針
を
見

直
し
、
第
２
期
基
本
方
針
と
し
て
ま
と
め

ま
し
た
。

学
校
教
育
で
目
指
す
子
供
像

目
指
す
学
校
づ
く
り
の
重
点
目
標

橋
本
市
が
目
指
す
べ
き
学
び
の
姿
か
ら
、

学
校
教
育
で
目
指
す
子
供
像
を
新
た
に
検

討
し
「
未
来
を
創
造
し
、
た
く
ま
し
く
生

き
る
」
と
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
多
様
な
学
び

や
意
見
、
人
間
性
に
触
れ
る
中
で
「
自
分

の
考
え
を
表
現
す
る
、
認
め
ら
れ
る
場
や

活
躍
で
き
る
場
を
獲
得
す
る
、
自
分
事
と

し
て
捉
え
る
」
な
ど
の
経
験
を
す
る
こ
と

は
と
て
も
大
切
で
す
。
積
極
的
に
学
ぶ
力

や
、
複
雑
で
予
測
困
難
な
社
会
の
中
で
も
、

未
来
に
向
か
っ
て
創
造
し
、
力
強
く
し
な

や
か
に
生
き
抜
く
力
を
伸
ば
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
２
期
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置
の
基
本
方
針
の
骨
子

こ
れ
か
ら
の
学
校
づ
く
り
の
重
点
目
標

を
設
定
し
、
具
体
的
な
取
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

①
多
様
な
学
習
形
態
や
考
え
に
触
れ
、

社
会
変
化
に
対
応
で
き
る
力
を
身
に

つ
け
る

②
９
年
間
の
学
び
か
ら
思
考
力
、
表
現

力
、
問
題
解
決
力
を
身
に
つ
け
る

③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
に
活
用
す
る

④
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
教
師
集
団
を
構

成
す
る

⑤
相
談
体
制
の
構
築
な
ど
学
校
支
援
の

強
化
を
図
る

⑥
公
共
空
間
を
設
置
す
る
な
ど
地
域
と

の
協
働
を
強
化
す
る

⑦
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
学

校
づ
く
り
を
進
め
る

橋
本
市
の
目
指
す
学
校
づ
く
り

第
２
期
基
本
方
針
の
骨
子

第
２
期
基
本
方
針
で
は
、
学
校
教
育
で

目
指
す
べ
き
学
び
の
姿
を
持
続
可
能
な
社

会
の
創
り
手
の
育
成
と
し
、
学
校
教
育
で

目
指
す
子
供
像
と
目
指
す
学
校
づ
く
り
の

重
点
目
標
を
設
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

変
化
を
乗
り
越
え
る
資
質
と
能
力
の
育
成

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

第
２
期
基
本
方
針
の
構
成

第
２
期
基
本
方
針
は
、
「
橋
本
市
の
人

口
動
態
と
児
童
生
徒
数
の
変
化
」
、
「
橋

本
市
の
目
指
す
学
校
づ
く
り
」
、
「
学
校

適
正
規
模
・
適
正
配
置
の
基
本
的
な
考
え

方
」
、
「
学
校
再
編
の
基
本
方
針
」
の
４

章
構
成
と
し
、
今
後
策
定
を
予
定
し
て
い

る
「
（
仮
称
）
橋
本
市
の
新
し
い
学
校
づ

く
り
推
進
計
画
」
の
根
幹
を
示
す
も
の
と

し
て
い
ま
す
。
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